
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「いちのじ せきのじ はなはだおそるべし」幕末の儒学者・佐藤一斎の言葉です。
一の字はあらゆる物事の最初の一歩、積はその積み重ね、世の中の事はすべてこの二
字に尽きる、という教えです。どんなことでも最初の一歩があり、その後の小さな積
み重ねが大きなゴールへと繋がって行きます・・・自分を律する（考え、判断する）
何か、自分を高める何か、自分を鼓舞する（気持ちを奮い立たせる）何か・・・何か
に挑戦するはじめの一歩が「一の字」であり、続けることによって力となるのが「積
の字」です。人生は一の字と積の字の組み合わせ。つまりは、一歩一歩の小さな積み
重ねが、究極の目標へ至る唯一の道であるといえるのです。 

ではなぜ一の字 積の字は「畏るべし」なのか。一と積は、良いことだけでなく、
悪いことにも当てはまるからです。最初の一歩を過ちなく踏み出せたのか、悪いこと
を積み重ねてしまっていないのかを、常に畏れ慎まなければならないのです。何気な
く触れたものがその後の人生を大きく左右します。物事は最初が肝心であり、続ける
ことでよくも悪くも勢いがつくものです。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

さて、明日から３７日間の夏休みを迎えます。一日一日を大切に積み重ね、夏休みの最終
日に「充実した夏休みだった」と振り返ることができる日々を過ごしてきてほしいと思って
います。今年も存分に「頭を鍛える・身体を鍛える・心を鍛える」「鍛える夏」に挑
戦してください。旅行、スポーツ観戦、芸術鑑賞・・・等々、本物に触れる機会を是非つく
ってほしいと思います。勉強だけでなく、夏休みでなければできないことにも大いにチャレ
ンジしてください。 

 ～命にかかわる危険な暑さという認識をもって行動する～ 
◇熱中症予防５つのポイント◇ 
①気温・湿度のチェックを怠らず、室内ではエアコンや扇風機で環境を整える。また睡眠環境
を整える。②喉の渇きを感じる前にこまめに水分を補給する。特に体を動かしている時は 15 分
～20 分おきに休憩をとり、水分・塩分を補給する。③暑い中での無理な運動を避ける。④服装
は、吸水性や速乾性に優れている通気性の良い素材を選ぶ。⑤日頃の体調管理を怠らず、バラ
ンスの良い食事、十分な睡眠を取る。 

令和元年７月１９日（金） 
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結びに、「命」を大切にしてください。かけがえのない命が失われ
る事件・事故の報道が後を絶ちません。不注意や気の緩みで危険に遭遇
することがないように、細心の注意を払って生活してください。充実し
た夏休みを過ごし、ひとまわり大きく成長した元気な姿で、２学期の始
業式を迎えてくれることを心から願っています。 

http://hanno.ed.jp/msgjh/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 】 

熊谷 美咲さん(３) 

 

【 】 

 大野 優凪さん(３) 

小久保萌衣さん(３) 

 山岸 和叶さん(２) 

荒木 和珠さん(１) 

横山 心海さん(１) 

舘澤  穂さん(１) 

【 】 

 宿谷 優花さん(３) 

 青山 穂香さん(３) 

 丸田 莉杏さん(２) 

 磯﨑 勇太くん(２) 

 兼平 はるさん(２) 

 滝沢 優來さん(２) 

 田中 美久さん(１) 

 村井 結喬くん(１) 

 志字 苺佳さん(１) 

【 】 

 鯨井 眞心さん(３)  

木川ひなたさん(３) 

 諸藤りのあさん(３) 鈴木 皇輝くん(３) 

 富永 悠介くん(３) 鈴木 琉生くん(２) 

 小川 はなさん(２) 山中 有実さん(２) 

 田﨑智友里さん(２) 中山 心結さん(２) 

 松本 優空さん(２) 西村 翔馬くん(２) 

須佐見千代さん(１) 岡崎 功芽くん(１) 

土屋 藍生さん(１) 釆澤 百花さん(１) 

浅見 柊太くん(１) 木村 心吾くん(１) 

神作 瑛太くん(１) 浜野 優大くん(１) 

 

７月１３日（土）、東海大学附属病院高度救命救急センター所長の中川儀英（なかがわよ
しひで）先生に来校いただき「ふれあい講演会」を開催しました。「ドクターカー」「ドクタ
ーヘリ」の導入に尽力され、日本の高度救命救急医療の進展に大きく寄与された先生です。
救命救急医療への先見性と信念を感じる講演でした。私たちの生き方のヒントともなる次の
言葉が心に響きました。 

◇「最後の砦」（患者さんにとって「最後の砦」であるという強い覚悟） 
◇（命を救うために）五感をフルに活用して正解に辿り着く 
◇「諦めない」諦めたら奇跡も起こらない 

最後に、中学生の皆さんをＩＰＳ細胞に例え、『これからの努力次第で何にでもな
れる可能性がある』というお言葉をいただきました。 

 

 

２２月 
〃  

 
〃  

２４水 
２６金 

 
２７土 

〃  
   

 
家庭訪問・面談開始  
ソフトテニス（個人）県大会 

ラジオ体操会場  
卓球 県大会
ソフトテニス（団体）県大会 

飯能市高等学校説明会
飯能市中学校美術部作品展

 

１木 
３土 

  
１１日 
１２月 
１９月 
２０火 

 
２６月 

 
 

 
県吹奏楽コンクール  
関東中学生ホッケー選手権大会

 
山の日 
学校閉庁日（～１６金） 
ラジオ体操会場  
美杉台小中学校いじめゼロ子ど
も会議  
２学期始業式 
 
 

 


